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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「事業選択と値下げ競争に見る外食チェーンの競争激化」

外食大手のゼンショーは１２月１０日、連結子会社の日本ウェンディーズが米ウエ
ンディーズ(Wendy’s Arby’s Group)とのフランチャイズ契約が今年１２月末で切れ
るのを機に、日本国内の全７１店舗を閉鎖し、ハンバーガー事業から撤退すると発表
し、今後は売却か解散で調整する計画としていたが、１２日、全店閉鎖で日本ウェン
ディーズの解散が決定した。ゼンショーが撤退を決めたのは、ライバルチェーンとの
競争激化で客足が伸び悩み、事業の将来性が見込めないと判断した為だとしている。

店舗数３７２０店で国内第一位の日本マクドナルドは、全国店舗網を使った効果的
な販促策や原材料の一括大量調達による低価格メニューで集客に成功するなど、外食
不況の中にあって今年１月～９月期の営業利益は過去最高益を更新している。

「パティのおいしいウェンディーズ」は、ダイエー創始者の中内功氏（故人）が米
国で知ったのを機に、ダイエーグループが１９８０年に１号店を銀座にオープン、２
００２年にゼンショーが買収した。これまでも数々の個性的なメニューを展開し、１
９９０年代までは店舗は拡大を続けたが、２０００年代以降は減少傾向となり現在は
国内第７位、７１店舗も１８都府県にとどまっている。売上高も２００８年度で６１
億円と２００１年度より２割超も縮小した。今後ゼンショーは、主力の牛丼チェーン
やファミリーレストランなどの中核事業に経営資源を集中させる。

１２月に入って、牛丼チェーンの値下げ競争も始まった。吉野家は牛丼（並）を３
８０円で販売しているが、「松屋」を運営する松屋フーズは、１２月３日から「牛め
し」並盛りを３８０円から６０円値下げして３２０円にした。対抗して、ゼンショー
の「すき家」は１２月７日から、牛丼並盛りの価格を、恒常的に５０円値下げして、
２８０円で販売したが、これは大手牛丼チェーンの中では最安値で、デフレが進行し
た２００１年と同価格になる。ゼンショーは牛丼の並と大盛り、特盛りなど５サイズ
も５０円下げ、ミニも４０円下げ、さらに価格改定に合わせて、コメをブレンド米か
らコシヒカリに切り替え、品質も向上させる。

すき家の既存店売上高は、日本マクドナルドなど低価格なファーストフードとの競
争激化などから、今年１０月までに９か月連続で前年実績を割り込むなど苦戦。この
ため価格に敏感な消費者を呼び込むには、定価の引き下げが欠かせないと判断した。
牛丼チェーンで国内最多の店舗を展開する「すき家」のこうした値下げで、牛丼デフ
レ戦争が再び激化するのは必至だが、もはや「牛丼の敵は牛丼にあらず」と言えそう
だ。牛丼市場での競争は体力勝負の値下げ戦争の様相を呈しつつある。

日本フードサービス協会によれば、外食産業の全店ベースの客単価は１０月までに
５カ月連続で縮小した。所得・雇用環境の悪化で先行きも厳しい状況が予想される
中、本業へ経営資源を集中させる動きや値下げ競争により生き残りをかける動きが今



後もますます加速する可能性がある。

＜参考＞

◆国内大手のハンバーガー店舗数

チェーン名 店舗数
---------------------------------------

（１）マクドナルド ３７２０
（２）モスバーガー １３３４
（３）ロッテリア ５１６
（４）フレッシュネス １７２
（５）ファーストキッチン １２９
（６）ドムドム １０４
（７）ウェンディーズ ７１ ※２００９年１１月末時点

◆国内大手の牛丼店舗数

チェーン名 店舗数
---------------------------------------

（１）すき家 １３５２
（２）吉野家 １１５９
（３）松屋 ７６７
（４）なか卯 ４８０ ※２００９年１１月末時点

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ３８ 回 -----
【ニュ－ポート・ビ－チ（NEWPORT BEACH）⑦】

----------------------------------------------------------------------------

今回は、「ファッション・アイランド」のキー・テナントの一つであり、周辺の住
民に圧倒的に人気の高い「ス－パ－マ－ケット」をご紹介いたしましょう。

【ファッション・アイランド（FASHIN ISLAND）④】

［スーパーマーケット］

◎FARMERS MARKET（アップスケール・ス－パ－マ－ケット）

「ファ－マーズ・マ－ケット」は、前回簡単にご紹介しました、「アトリアム・フ
－ドコ－ト」と併設されている「アップスケール・ス－パ－マーケット」と呼ばれる
業態であり、「ゲルソンズ」と並んでこの業態を代表する存在です。

「ファ－マ－ズ・マ－ケット」は、グルメ志向、ヘルシ－志向、アップスケ－ル志
向がいっぱいで、野菜や果物のフレッシュさ、肉、シ－フ－ド、ソ－セ－ジ、チ－ズ
などの品質の高さ、有名ブランドの紅茶をはじめ高級輸入品の品揃えがなされてお
り、さらにデリカテッセンの充実ぶりなどは高級感にあふれ、周辺の住民から人気を
博しています。

アメリカのフ－ドサ－ビスにおいて、「ファ－スト・カジュアル」が支持を得てい
るのと同じように、ス－パ－マ－ケット業界では、「ミ－ル・ソリューション」とし
てこの業態が人気を集めています。いずれも「ホ－ム・ミ－ル・リプレースメント
（HOME MEAL REPLACEMENT：H.M.R.）（家庭の食事に代わるものの提案）」から誕
生した業態で、「ファ－マ－ズ・マ－ケット」では、早くからこの取り組みが行われ
ていることで知られています。

この「H.M.R.」は、フ－ドコ－トと隣合わせている関係もあって、その場で召し上
がる人もいますが、「ファッション・アイランド」の周辺の高級住宅地の方々も非常
に利用度が高く、ランチには友達同士、ディナ－には家族で買いにきて、自分の好き
な前菜、料理、サラダ、デザ－トをワン・ミ－ルにセットしてもらって、家でおしゃ
べりをしながら食事を楽しむ客が年々増加しています。

デリカテッセン商品のバライエティ豊富さとグルメ度の高さは定評があります。合
わせてサラダ・バ－の人気も高く、野菜の種類が多い上にフレッシュ度も高く、ドレ
ッシングの味も抜群で、ス－プ・バ－も日替わりメニュ－があって利用度が高くなっ
ています。さらにケ－キやデザ－トも充実して１ケ所で何でも揃うので、「ファ－マ
－ズ・マ－ケット」はまさに代表的な「H.M.R.」として他を圧倒しています。ランチ
・タイムには、フ－ドコ－トの各店よりも、はるかに客が多く、「ファッション・ア
イランド」の周辺のビジネス関係者に一番人気があります。

to be continued



● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ４０ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (21)

今回は、「マクドナルド」の「フランチャイズ」についての重要な一面である
「不動産提供方式」について説明しましょう。

（６）マクドナルドのフランチャイズ②

⑤ 不動産提供方式
「マクドナルド」の加盟店のロイヤルティは売上高の３％ですが、本部がフランチ

ャイジーに対して行うマ－ケット・リサ－チ、新商品の開発、ス－パ－バイジング等
に要する費用は、実に売上高の４％に達しています。また、フランチャイジ－が原材
料を仕入る際は、仕入業者から直接仕入れ、本部はそこにマ－ジンを乗せていないた
め、ロイヤルティ収入しかない「マクドナルド」は、この点においては倒産企業と言
えるのです。

しかし、「マクドナルド」が今日の繁栄をつくりあげた背景には、本部が土地を探
して店舗を建て、機器を備えてフランチャイジ－に一括して貸し付けるという方式を
採用し、そのリ－ス料を売上高の8.5％としたことがあります。実はこのリ－ス収入
こそが「マクドナルド」の経営を支えている源泉なのです。

1956年、クロックによって「テスティ・フリ－ズ」から引き抜かれたソンネボ－ン
は「マクドナルド」の財務基盤のベースとなる不動産投資のシステムをつくりあげま
した。クロックは商売の質を重視し、１地域において１度に１店舗しか加盟店を開発
しませんでした。しかし、店舗をオープンするには、半エーカー（約６１３坪）の地
代３万ドルと店舗建設費４万ドルが必用なため、加盟希望者がいても個人では銀行か
らの借り入れが条件的に難しいという人が実際は多かったのです。

そこで、ソンネボ－ンは、「マクドナルド」の不動産部門を担当する「フランチャ
イズ・リアルティ会社」を設立しました。この会社は、「マクドナルド」の店舗を建
てても良いという地主を見つけて、土地と建物を借り受けました。契約の期間は20年
で、「フランチャイズ・リアルティ会社」とフランチャイジ－の間にリ－ス契約を結
ぶシステムをつくり上げたのでした。

「マクドナルド」では、借地契約にはいっさいエスカレ－タ－条項（賃料変動条
項）がなく、固定賃貸料となっているので、「マクドナルド」の不動産コストは20年
間固定されていて、土地建物に関する中で値上がりが予想される保険料や税金は、
すべてフランチャイジ－の負担としたので、「マクドナルド」に安定した収入をもた
らしました。しかも、当初不動産手数料は20％でしたが、その後40％に上げました。
そして、地主に対しては500～600ドルの固定家賃であったので、その間の利益収入が
「マクドナルド」の経営を支えたのでした。

「マクドナルド」は、7,500ドルの保証金（1963年以降は１万ドル）を預かり、こ
の半分は15年目に返還、残りは20年目の契約終了時に返還することになっており、こ
の間「マクドナルド」は、この保証金を自由に使うことができました。しかし、ソン
ネボーンは1960年代に入ると、地主から10年割賦契約で土地を購入し、その土地を担
保に銀行から融資を受け、店舗を建て、フランチャイジーに賃貸する方式を採用しま
した。

この不動産提供方式のおかげで、「マクドナルド」はフランチャイジ－の厳選に集
中でき、もしフランチャイジーの経営が「マクドナルド」の基準に合致しない場合
は、30日の予告期間で賃貸契約も解約できることになっていたので、フランチャイ
ジ－も解約されないよう、熱心に「QSC (Quality Service Cleanliness)」を遵守す
るようになりました。「マクドナルド」本体はフランチャイジ－の売上高の伸びに応
じて収入が増えるので、「QSC」の徹底に拍車をかけるようになり、新店舗の開発も
さることながら、既存店の売上高を伸ばす努力をするようになるという効果を生み、
フランチャイザ－とフランチャイジ－の双方に利益をもたらしました。

1982年には、かつて小売業で最大の不動産持ちであった「シア－ズ・ロ－バック」
を純資産額で追い抜きました。「マクドナルド」の資産価値は最大であるばかりでな
く、この不動産提供方式の生み出す賃貸収入に大きな価値があります。「マクドナル
ド」の純益の3分の1は直営店からのものですが、3分の2はフランチャイジ－からであ
り、その90％が不動産賃貸料なのです。

もし「マクドナルド」が不動産提供方式を採用しなかったら、ロイヤリティ３％の
収入で、フランチャイジ－への４％のサービス料を支出することになるので、経営は
成り立たなかったし、ロイヤルティを５～８％に上げなくてはならず、さらにフラン
チャイザ－とフランチャイジ－が統一したイメ－ジのフランチャイズ・チェ－ンとし
て全国的に発展することができたかどうかは疑問を残すことです。クロックは金儲け
が不得手であったため、ソンネボ－ンの功績はタ－ナ－やカロスと同じように高く評
されることから、ここにもクロックの人の能力を生かす考え方が生きているのです。

to be continued



● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 ロイヤルティ（royalty）】

----------------------------------------------------------------------------

ロイヤルティとは、特定の権利を利用する利用者が、権利を持つ者に支払う対価の
ことです。
フランチャイズ・ビジネスにおいては、本部が加盟店に提供するフランチャイズ・パ
ッケージの対価として、加盟店が本部に定期的に(一般的には毎月)支払うお金のこと
を指します。

ロイヤルティの算定方法としては、

・売上高に一定割合を乗じる法
・売上総利益に一定割合を乗じる法
・毎月定額

といった方式が一般的ですが、店舗面積や席数などを基準に算定している場合もあり
ます。ロイヤリティの算定方法、支払い方法、支払い期日などは重要なポイントです
ので、加盟契約時に必ず契約書で確認してください。また、ロイヤルティの対価とし
てのフランチャイズ・パッケージの内容を本部に確認し、その対価として納得できる
金額か、十分に検討する必要があります。

中小小売業振興法第１１条第１項、同法施行規則第１０条の規定によって、フラン
チャイズ契約を締結する際に、本部が加盟希望者にあらかじめ手渡し、その内容を説
明しなければならないとされている書面の事。加盟金や保証金、商品の販売条件、経
営指導、使用させる商標、契約期間、ロイヤリティーの徴収方法などを書いた文章。

２００２年にこの中小小売業振興法の施行規則が改定され、本部は直近の３事業年
度の貸借対照表と損益計算書とフランチャイズ店舗数の推移、直近５事業年度の訴訟
件数や主要株主や子会社の名称や事業の種類までを開示することとなった。

法定開示書面は「フランチャイズ契約のあらまし」や「フランチャイズ契約の要点
と概説」などの名称で渡される事が多い。

尚、サービス業に関しては中小小売業振興法の適用外とされているが、独占禁止法
のガイドラインにおいて「サービス業も中小小売業振興法と同等の内容の開示が望ま
れる」とされている為、検討している本部が法定開示書面の提出を拒むようであれ
ば、「加盟希望者への情報開示に積極的ではない、公正さに欠ける本部」だと判断
し、加盟を見送られる可能性がある。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス担当部長
を兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 2010年 1月28日 木曜日 12時30分～18時30分（開場 12時00分）

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されて
いる方、フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フラン
チャイズ・ビジネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店
開発戦略まで、フランチャイズ・ビジネス本部構築について
講義いたします。

参 加 費 24,000円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp



----------------------------------------------------------------------------

2．「成功するフランチャイズ加盟店セミナー」

日 時 2010年 2月 6日 土曜日 15時～17時30分（開場 14時30分）

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 Ⅰ．フランチャイズ業界の最新動向
Ⅱ．フランチャイズ・ビジネスの定義
Ⅲ．フランチャイズ加盟のポイント
Ⅳ．独立・開業を目指す方へのメッセージ
Ⅴ．フランチャイズ加盟サポートシステム（無料）のご紹介

参 加 費 2,000円

特 典 セミナー受講の方には、講師＝内川昭比古の著書
「フランチャイズ･ビジネスの実際」を進呈

・・・日経文庫刊 定価 900円（税込）

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp
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≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合い頂き、ありがとうございました。

居酒屋チェーン店の呼び込み合戦が宴たけなわな師走の今日この頃ですが、「只今
○○のサービス券をお配りしておりまーす！」と声高に誘われると、ついサービスに
目がくらんでしまいます。

ご存知の通り、今注目されているのが企業の農業参入です。耕作放棄地等を含む農
地の有効利用に向けた「改正農地法」が１５日に施行され、すぐにも企業が農地を借
りて農業に参入できるようになったため、大手外食チェーンや大手スーパーから、お
およそ「食」とは無関係な建設業や不動産業等からもビジネスチャンスと捉え、この
新事業への参画が始まっています。

企業の参入により、高齢化が進んだ農家では、人材や設備が補給され、特産品復活
で競争力がつき、過疎地の自治体では税収がアップし、地域全体が活性化します。企
業では＜生産→加工→流通→販売＞の効率化とコストダウンが実現し、農家、自治
体、企業の三者にとって成功すれば旨みのあるビジネスとなります。そして消費者に
とっては、やっと「適正価格」で「まっとうな農作物」を日常的に食べることができ
る有り難い仕組みと言えます。

そんなに簡単にあっちもこっちも得をするようになるのでしょうか。実際採算が取
れるには４～５年かかると言われていますし、過去にも企業は工場を誘致しながら、
「儲けがないとみるとすぐに撤退してしまう」、農家や自治体にはそういう不安があ
るのも事実です。しかも農作物は生き物であり、大自然が相手の非常に根気と手間の
かかる作業です。

そこで農家と企業の橋渡しをする自治体の役割が一番重要だとも言われています。
あまりに土俵の違う農家と企業の間に立ち、根気よく問題解決に臨むＳＶ（スーパー
バイザー）としての覚悟でサポートしなければ、農家と企業の対等な関係もくずれ、
この新しいビジネスも短命に終わってしまいます。

デフレと消費低迷の時代だからこそ、地方の自治体に本気で手腕をふるってもらい
たい、また企業も国全体を活性化しながら経済を牽引するんだという高いビジョンを
もって真剣に取り組んでもらいたいものだと切に願う次第です。

次に「只今○○のをサービス券をお配りしておりまーす！」と聞こえたら、この新
しいビジネスの行方に思いをはせ、「日本の外食、頑張って！」と心の中でエールを
送ってみてください。

今年も皆様方に多大なるご支援をいただきましたことに、厚く御礼申し上げます。
明くる年も変わらぬご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

----------------------------------------------------------------------------

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。



・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755(代)
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp


